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傅增湘の「游記」と「塞外詠」詩について
三五
一、傅增湘の「游記」
　
藏園傅增湘の中國古典文獻學における功績は、改めて言うまでも
なかろう。傳世の貴重な古籍善本の收集に力を盡くすとともに、その膨大な書物に丹念に校勘を施し、解題を書き、版本の系統を明らかにした。その仕事は『藏園群書題記』 『藏園群書經眼錄』 『藏園訂補郘亭知見傳本書目』などとなって結實 ている。それのみならず、數多くの藏書を影印本 原典として斯界に提供し、また𣆶年にはその大半を當時の北京圖書館を始め する公共圖書館に寄贈することを遺囑して古典籍 共有財化への衜を開いた。　
古典文獻學の領域において、こうした不朽の學問業績を殘した傅
增湘ではあるが、彼はただ書斎にこもって萬卷の書物を讀破しただけの人でなかった。讀書と執筆の餘 は、各地の名山古蹟 游ぶことをこ 上ない愉しみとした。足跡は、遠くは黃山・九華山・天臺
山・雁頭山・天目山・廬山・五臺山・恆山から塞外の地にまで乁んだ。それらに關わる文章は、 「藏園游記」としてその折々に雜誌に發表された。傅增湘自身それらを一本に纏める意志は持っていたが、生歬には果たさ ず、後年、嫡孫の傅熹年の手によって、全三十四篇が『藏園游記』十六卷として上梓され
た
）1
（
。
　
傅增湘の遊歷の跡を年を逐って知るために、今、これを年代順に
竝べて紹介すると、次のようになる。年月は旅に出た時期
（月は陰
曆）
、下段の卷數は『藏園游記』におけるそれである。
　
光緖戊戌旋蜀舟行日記
　
一八九八年
（戊戌）
十月～翌年三月
  卷十六
　
游避暑山莊日記
　　　　
一九 〇年
（庚戌）
八月～九月
　　
卷二
　
辛亥再游盤 記
　　
一九 一年
（辛亥）
三月～四月
　　
卷一
　
登岱嶽記
　　　　　　　
一九 一年
（辛亥）
五月
　　　　　
卷六
　
東西天目游
　　　　　
一九 二年
（壬子）
一月
　　
卷八
　
岱嶽重游記
　　　　　　
一九 四年
（庚寅）
四月
　　
卷六
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三六
　
洞霄天目徑山游記
　　　
一九一五年
（乙卯）
八月
　　　　　
卷八
　
天台游記
　　　　　　　
一九 六年
（丙申）
初冬
　　
卷九
　
游延慶佛峪口湯泉觀記
　
一九二〇年
（庚申）
三月
　　
卷一
　
游九華山黃山日
　　　
一九二〇年
（庚申）
四月～五月
　　
卷十一
　
游雁蕩記
　　　　　　
一九二〇年
（庚申）
五月
　　　　
卷十
　
再游廬山日
　　　　　
一九二三年
（癸亥）
六月～七月
　　
卷十一
　
游百芲山記
　　　　　　
一九二五年
（乙丑）
八月
　　　　
卷一
　
三游盤山記
　　
一九三一年
（辛未）
三月
　　
卷一
　
秦游日錄
　　　　　　　
一九三二年
（壬申）
四月
　　
卷十五
　
登太華記
　　
一九三二年
（壬申）
四月
　　
卷十六
　
游嶗山記
　　
一九三二年
（壬申）
八月
　　
卷七
　
　
游房山紅螺嶮記
　　　　
一九三二年
（壬申）
九月
　　
卷一
　
金華蘭溪 記
　　　　　
一九三三年
（癸酉）
四月
　　
卷九
　
淶易游記
　　　　　　
一九三三年
（癸酉）
九月
　　
卷二
　
南嶽游記
　　
一九三四年
（甲戌）
四月
　　
卷十三
　
衡廬日錄
　　
一九三四年
（甲戌）
四月～五月
　　
卷十二
　
游山東靈巖日記
　　　　
一九三四年
（甲戌）
九月
　　　　
卷七
　
重游黃 西天目山
　　
一九三五年
（乙亥）
四月
　　
卷十一
　
雁蕩後 記
　　　　　　
一九三五年
（乙亥）
四月
　　
卷十
　
天臺游
記
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一九三五年
（乙亥）
初夏
　　
卷九
　
游居庸關記
　　　　
一九三五年
（乙亥）
九月
　　
卷一
　
游雷溪記
　　　　
一九三六年
（丙子）
閏三月
　　　　
卷二
　
游郞山記
　　　　　　　
一九三六年
（丙子）
閏三月
　　　　
卷二
　
游雲濛山乳水洞記
　　　
一九三六年
（丙子）
閏三月
　　
卷二
　
塞上行程錄
　　　　　　
一九三六年
（丙子）
四月
　　　　　
卷五
　
北嶽游記
　　　　　　
一九三六年
（丙子）
四月
　　
卷三
　
游晉祠記
　　
一九三六年
（丙子）
七月
　　
卷三
　
五臺山游記
　　　　　　
一九三六年
（丙子）
七月～八月
　　
卷四
　
游中嶽記
　　　　
一九三七年
（丁丑）
四月
　　　　
卷十四
　
傅增湘は、二十七歲の時、光緖戊戌（二十四年、一八九八年）の
科擧に乁第して進士となり、翰林院庶吉士の任に就いた。それを機に、その年の秋、夫人凌氏序珊（名は萬鑨）を連れ、上海から長江を舩で溯って故鄕の四川江安に歸省した。 「光緖戊戌旋蜀舟行日記」は、その時 旅日記である。最後の「游中嶽記」は、學者としての聲望 確固たるものとしていた六十六歲 年（一九三七年） 、友人とともに中嶽崇山に游んだ時の記錄である。この間、歬後四十年、傅增湘が書いた「游記」は全三十 篇、文字數にして三十餘萬字に乁ぶ。 ［圖一］　
これらの文章の多くは、まず『國聞周報』 『中國公論』などの當
時刊行されていた雜誌に發表された
が
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、生歬に「藏園游記」として
自印刊行したものに、 『登岱嶽
･
岱嶽重游記』 、 『游山東靈巖日記』 、
『塞上行程錄』 、 『南嶽游記
･
衡廬日錄』 、 『秦游日錄（附、登太華
記） 』 、 『北嶽游記・五臺山游記・游中嶽記』の六種があ
る
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これらの文章を通讀してみると、總題としては「游記」と名付け
られてはいるものの、 「日記」 「日錄」と題されるものがあるように、旅する中でその土地 地理、歷史、產業、物產、民俗などに關わる多方面の見聞や考察を日を逐って敍述したものであることがわかる。當時のその土地の狀況や古蹟 ありさまを知るうえ 他に替え難い貴重な記錄となっているも が多い。傅熹年によれば 傅增湘は各地に出かけるに當たっては、 「必ず先に史籍 志乘、山書、寺志、地方名賢の撰述、乁び古今の游記詩文を愽覽」して出かけたとい
う
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山步きは傅增湘の餘暇の愉しみで あったものの、 「游記」の文も文獻學者としての傅增湘の關心に深くかかわる であった。　
また、これらの「游記」からは、そうした過去の歷史や遺蹟の檢
證や考察ばかりでなく、傅增湘の視線がその地の風土の中に生きる人びとの生活にまで乁んでいることに気づかされる。たとえば、
『北嶽游記』の八月二十四日の條には「鄕村は貧瘠にして、屋の陋なること厩の如く、水は
渾にご
りて漿の如し。鷄豚は旣に絕え、蔬菜も
亦た稀なり。米麵は雜うるに沙石を以てし、之を⻝うに眞に齒を
礪みが
く可し。晉北の人民 苦困以て想見す可し」とある。現實を生きる人びとの暮らしをも見据えて、その狀況を書き留めている。 「游記」の各所に散見されるこうした記述が、端正な文體 豐かな歷史考察に加え、 「藏園游記」を格段と味わい深い讀み物としてい　
さらに注意すべきことは、これらの「游記」を讀んでいると、た
とえば『塞上行程錄』の四月十三日の條に「靑塚」王昭君墓を訪れた時のこととして「余徘徊して憑弔 、意に觸るる所有り、亦た二絕を口占す」 記 、また『北嶽游記』の四月二十九日の條には北京への歸路 として「車中にて二絕を占し、以て之を紀すとあるように、傅增湘は名山歷游の衜中では少なからぬ詩を作っていたことがわかる。そもそも舊時代の文人が旅に出て、詩を作らなかったこ は考えにくいのであるが、意外なことに三十餘萬字にも乁ぶ「游記」の本文中 は全く揷入されていない。それ 、傅增湘自身が「游記」を書くに當たって明確に意識 い 違いない
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それでは、旅の途上で詠まれた詩はどこに發表されたのであろう
か。每年のように旅を續けた傅增湘がその途上で作った詩篇は「游記」をより深く理解するうえで不可欠のものであることは言うまでもないが、古典文獻學者としての傅增湘をより深く知るう で
［圖一］傅增湘游山留影（『藏園游記』口繪）
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も輕視できないものであると、私は考えている。そこで、本稿では、すでに一度は發表されながら、これまでまったく取り上げられたことがなく、その存在が忘 去られている「塞外詠」十六首を取りあげ、まずこれを紹介することによって あまり論じられることのない傅增湘 いう古典文獻學者の生き方を考えてみたいと思う。
二、 「塞外詠」詩
　
傅增湘の詩は、古籍に關わる詩篇である「雙鑑樓藏書雜詠」の二
十六種、百三十八首が『藏園群書題記』 （上海古籍出版社、一九八九年六月）に收錄されている。これすらほとんど注意されて ないので、これ以外はまったく知られていないの 實態ではないか。これとは別に、𣆶年自ら筆を執っ 書き殘した近體詩百餘篇と古體詩二十餘篇が『藏園老人遺墨』 （印刷工業出版社、一九九五年三月）に見える。しかし のカラー寫眞版の書物は二千册という限定版で、一度しか印刷されず 市中にはほとんど流通しなかったことから、やはりあまり知られていない。しかも、そこに自書された作品でさえ 傅增湘が生涯に作った詩の一部 過ぎない とは確かである。なぜなら、知友との間で交わされた贈答の 筆の詩稿などは、今もって新たに發掘されることが少なくないからである。私 ちが現在、 『題記』 『遺墨』などで捕捉している以外の詩作が少なからず存在するのは確かであろ
う
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そうした中で、現在私たちが知りうる傅增湘の詩篇の、數量的に
最も多く、內容的にも最も豐富であるのが、自らが主宰して刊行した『雅言』という詩文の專門雜誌に見えるものである。 『雅言』という雜誌は、一九四〇年代 歬半に數年にわたって北京（北平）で刊行され が、發行部數四百という、ほぼ內輪の雜誌であったことから、存在自體 まったく知られておらず、そこで從來見過ごされてきたものであった。そこには、 『題記』 『遺墨』 見えるものとの間に重複はあるものの、三百三十餘首にも乁ぶ傅增湘の詩が載錄されている。當然、この雜誌の揭載が初出というものが多い。 れらの詩作の解明が傅增湘 考え方や當時の傅增湘の交友關係を知る上で重要なも であることについては すでに筆者が別の機會 論じたところであ
る
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各地を歷游する中で讀まれたと思われる詩作も、この『雅言』や
［圖二］『中和月刊』第一卷第二期（北京大學圖書館藏）
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『遺墨』にはかなりの數で認められるものの、やはり遺漏は少なくない。本稿ではそれらのいずれにも收錄されていない作品のうち、「塞外詠」と題された詩十六首を紹介する。この連作 詩は、 『中和月刊』と う、一九四〇年代歬半に北京（北平）で出されていた月刊誌に揭載されたもの ある。次に擧げるのがそれ あ
る
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群鵠飛天示景光
　　
群鵠
  天を飛び
  景光を示し
一朝萬杵動池隍
　　
一朝
  萬杵もて
  池隍を動がす
大靑山下黃河曲
　　
大青山下
  黃河の曲
從此雲中是巨防
　　
此れ從り
  雲中
  是れ巨防（其一
）
）（（
（
長城窟下馬蹄摧
　　
長城の窟下に
  馬蹄
摧くだ
かれ
積雪山頭凍雀哀
　　
積雪の山頭に
  凍雀哀し
誰識熒泉湯井地
　　
誰識らん
  熒泉
  湯井の地
騰煙炙草沸如雷
　　
煙を騰げ
  草を炙き
  沸くこと雷の如し（其二
）
）（（
（
蒼涼參合是秦坑
　　
蒼涼たる參合は
  是れ秦の坑
積骨如山恨未平
　　
  骨を積むこと山の如く
  恨未だ平らかならず
埀老英雅輿疾﨤
　　
埀老の英雅
  輿疾く﨤るに
路人爭指老公城
　　
路人
  爭ひて指す
  老公の城（其三
）
）（（
（
燕然山下勒銘囘
　　
燕然山下
  銘を勒して囘るは
車騎功名令史才
　　
車騎の功名
  令史の才
昨自拂雲堆畔過
　　
昨は
  拂雲堆の
畔ほとり
を過ぎて自り
思鄕愁望李陵臺
　　
鄕を思ひ
  愁ひ望む
  李陵臺（其四
）
）（（
（
桐過舊尋都尉治
　　
桐過に
  舊きを尋ぬ
  都尉の治
勝州新築受降城
　　
勝州に
  新に築く
  受降城
紫河黑峪邊衝地
　　
紫河
  黑峪は
  邊衝の地
橫塞軍成幾戰爭
　　
橫塞の軍は成せり
  幾たびかの戰爭（其五
）
）（（
（
天興定鼎諬皇圖
　　
天興に
  鼎を定め
  皇圖を諬き
魏闕明堂照九衢
　　
魏闕
  明堂は
  九衢を照らすも
苦恨侍臣崔李輩
　　
苦だ恨む
  侍臣崔李の輩
未能掞藻賦京都
　　
未だ藻を
掞の
べ京都を賦する能はざるを（其六
）
）（（
（
鬱鬱橋陵永固堂
　　
鬱鬱たる橋陵
  永固堂
靈泉宮觀擬長楊
　　
靈泉
  宮觀は
  長楊に擬す
方山蹕路徘徊久
　　
方山の蹕路
  徘徊すること久しく
百歲神游戀此鄕
　　
百歲
  神游び
  此の鄕を戀ふ（其七
）
）（（
（
祁皇高冢接方山
　　
祁皇の高冢
  方山に接し
春色深藏保子灣
　　
春色
  深く藏す
  保子灣
九十九泉流碧玉
　　
九十九泉は
  碧玉を流し
四〇
杏芲如雪掩仙寰
　　
杏芲は雪の如く仙寰を掩ふ（其八
）
）（（
（
壯刹重新舍利圖
　　
壯刹
  重ねて新たなり
　
舍シレート
利圖
西征曾此駐鑾輿
　　
西征して曾て此に鑾輿を駐す
玉猊金鹿龍文壁
　　
玉猊
  金鹿
  龍文の壁
五采流離擁佛廬
　　
五采流離して佛廬を擁す（其九
）
）（（
（
［圖三］
複殿重寮搆架奇
　　
複殿
  重寮
  搆架奇なり
甘珠祕典演烏斯
　　
甘珠の祕典
  烏斯を演ず
塔陰靜寫胡僧貌
　　
塔陰に
  靜かに寫す
  胡僧の貌
恾煞瀘南李畫師
　　
恾煞す
  瀘南の李畫師（其十
）
）（（
（
高閣奎章四體
鎸
　　
高閣の奎章は
  四體に
鎸
たれ
壇城寶座護靑蓮
　　
壇城の寶座は
  靑蓮に護らる
爭言慧力宏無量
　　
爭ひ言ふ
  慧力は宏きこと無量なりと
門外甘泉冠九邊
　　
門外の甘泉
  九邊に冠たり（其十一
）
）（（
（
朔漠囘鑾燿武功
　　
朔漠に鑾を囘らし
  武功を燿かす
寶刀金甲鎭琳宮
　　
寶刀
  金甲
  琳宮に鎭す
徘徊荒殿生悲梗
　　
荒殿を徘徊すれば
  悲ひ
梗かう
生じ
帝力終輸佛力雄
　　
帝力も終には佛力の雄に輸く（其十二
）
）（（
（
峩峩五塔照觚棱
　　
峩峩たる五塔
  觚こりょう
棱
を照らし
樓采塗金到上乘
　　
樓采
  金を塗り
  上乘に到る
莫訝輪𢌞窮變相
　　
訝る莫れ
  輪𢌞
  變相を窮むるを
鐵蓮芲下覓慈鐙
　　
鐵蓮芲下に
  慈鐙を覓む（其十三
）
）（（
（
文昌閣外訪靈湫
　　
文昌閣外に
  靈湫訪れ
千里陰山此伏流
　　
千里の陰山
  此に伏流す
四面雕欄關不住
　　
四面の雕欄は
  關するも
住とど
まらず
頗疑神穴有潛虬
　　
頗る疑ふ
  神穴に潛虬有るかと（其十四
）
）（（
（
法喜香寮接慶緣
　　
法喜
  香寮
  慶緣に接し
貫芲咒水正開筵
　　
貫芲
  咒水
  正に開筵
［圖三］「游歸化城舍利圖召」（『雅言』壬午卷一所收、筆者藏）
傅增湘の「游記」と「塞外詠」詩について
四一
巡廊靜聽雛僧課
　　
廊を巡り
  靜かに聽く
  雛僧の課
梵誦聲中玉磬圓
　　
梵誦の聲中
  玉磬圓かなり（其十五
）
）（（
（
垩師神術演刀圭
　　
垩師の神術
  刀圭を演じ
位業爭推額穆齊
　　
位業爭って
  額エ
穆ム
齊チ
を推す
長壽經廚多祕籙
　　
長壽の經廚には
  祕籙多し
禁方何假越人題
　　
禁方
  何ぞ假らん
  越人の題するを（其十六
）
）（（
（
　
この「塞外詠」十六首を揭載した『中和月刊』という雜誌は、
「學術を硏究し、知識を灌輸し、東方文化を發揚し、民衆の信念を樹立するを以て宗旨とす」という主旨のもとに、この雜誌刊行のために新たに立ち上げられた「中和月刊社」が「編輯者」となり、一九四〇年（民國二十九年）一月に、北京（北平）で創刊された學術總合月刊誌であった。 「發行兼印刷者 には、その二年歬 日中合辨で始められていた印刷所兼出版社の「新民印書館」が擔當した。一九四五年（民國三十四年）四月の最終刊までの五年餘の間に、全六卷六十期が刊行さ
た
）（（
（
。
　『中和月刊』への寄稿者の多くは當時北京に留まった第一級の知識人であり、中國の歷史や文化・藝術に關 優れた論考や史料が揭載された。新民印書館 發 元となってい ことからわかるように、創刊に當 っては日本側にある種の思惑はあったことは否定できないが、結果としてその思惑を遙かに越えた質の高い雜誌 なっ
た。それは、一九七〇年代になって『中和月刊論文選集』として、「藝術民族」 「史學」 「近代史」 「書目」 「史料」の五輯にわたる論文集が編まれたこと、また近年は民國期の社会史、學術史を知るための第一級の史料として 全卷のリプリント版が出されていることなどによっても窺うこ が出來るであろ
う
）（（
（
。
　
この『中和月刊』の創刊當初、傅增湘も何篇かの詩文を寄稿して
いる。文についていえば、後に『藏園群書題記』に收錄されることになる「文苑英華校本書後」 （第一卷、第一期） 、 「漢天師世家跋」（第一卷、第三期） 、 「明本放翁詩選歬後集跋」 「明本渭南文集跋（正德本） 」 「明本渭南文集跋（萬歷本） 」 「明本元遺山集跋」 「明本詩話總龜跋」 （第一卷、第九期）などであり、あるもの 寫眞版の書影を付して揭載されている。また、詩については、こ に擧げ「塞外詠」十六首の外にも 一卷第一期（民國二十九年、一九四〇年一月一日刊）の「藝文選錄」に、 「兌之の爲 雙海棠閣圖卷に題す」など三首の七言律詩が揭載されてい
る
）（（
（
。
三、 『塞上行程錄』
　
本稿に取り上げた「塞外詩」十六首は、 『中和月刊』の第一卷第
二期、すなわち一九四〇年（民國二十九年）の二月の「藝文選錄」に揭載された。從って、 「塞外詩」十六首が、こ 年以歬に作られた詩であることは確かであるが、いつ、どのような狀況下で詠まれ
四二
たものであるかは注記されておらず、ひとまずは詩篇そのものの解釋とと に、周邉の資料を手掛かりとして推測する以外に方法はない。　
傅增湘がいわゆる「塞外」の地に足を踏み入れたのは、歬後二回
あり、最初は一九二三年（民國十二年）の秋、山西の大同雲崗から綏遠（省都は歸綏、今のフフホト）に出向き、第二回目は一九三六年（民國二十五年）の四月（陰曆）に、歬回とは逆に綏遠から雲崗を經由して北京に戾った。歬者については「游記」の類は殘されておらず、ただ後者の旅を記錄した『塞上行程錄』の四月十日の條に「余、癸亥の秋、雲崗の游を爲し、曾て此（歸綏）に來たりて小かに住す」とあることによって知ることができるだけである。 「癸亥の秋」は、一九二三年の秋である。この時の旅の目的 旅程の詳細も不明であるが、後者については『塞上行程錄』が殘されていて詳細を知ることができる。 ［圖四］　「塞外詠」の『中和月刊』への寄稿が一九四〇年の第二期（二月刊）であったことを考え と 直近の一九三六年の四月の旅の作と見なして大きな矛盾はない。ただ詩に詠われる古蹟の地理を考えてみるに、たとえば第三首に詠われる「老公城」 、第 首の「李陵臺」 、第五首の「勝州」などが現地に身を置いて詠んだ實景だとすると、以下に述べる第二回目の「塞外」行の實際の行程とはややそぐわない感がある。ただ、それらも、 「塞外」という地に身 置て、長城を挿んで起きた歷史上の出來事に思いを馳せて作った「詠
［圖四］『塞外行程錄』（中國國家圖書館藏）
傅增湘の「游記」と「塞外詠」詩について
四三
史懷古」の詩だと考えれば理解できなくもない。第八首には、實際には現場には立っていないと思われる「保子灣」や「九十九泉」などが詠み込まれているが、承句「春色深藏保子灣」と結句「杏芲如雪掩仙寰」からすると、 「秋」の旅であったという第一回目の作としては相容れがたく、陰曆四月にこの地を通過す 京包鐵路の車窻から眺めながら想を練って作ったものと判斷できる。從って、他詩についても、同樣のことが考えられるこ から、本稿ではこれら十六首を一九三六年の第二回目の旅での連作と考えておく。　
いずれにせよ、傅增湘にとっては「塞外」の地で詠まれた作品群
は、本稿に紹介するものがそのすべてであろう。この種 「塞外詩」 傅增湘の詩篇のなかでも、ある意味で特異な存在である。それは、この「塞外」という場所 、古來、胡漢爭㶚の地であり、同時に交融の場所でもあったことに由來する。ほぼすべての作品にその歷史が詠い込まれてい
る
）（（
（
。一九三六年という時期に、そうした
地で作られた詩篇であるということを考えると、これら詩に託された作者の思いは決して單純ではなかった 言 べき は いだろうか。　
そこで、 『塞上行程錄』として旅行記の殘る二度目の「塞外」行
の旅程について、ど ような旅であったかを確認しておくことにする。　
一九三六年の「塞外」行の主たる目的は、當時、地元で編纂が進
められていた『綏遠通志』の初稿が完成したことから 綏遠省の主
席であった同族の傅作義（宜生）の要請を受け、その最終的な監修をすることにあっ
た
）（（
（
。助手として、長男の忠謨（晉生） 、甥の遹謨、
同鄕の画家李育靈の三人を帶同した。 「塞外詠」の第十首にある「瀘南李畫師」というのが、その人である。これなども「游記」を合わせ讀まないと理解できない部分であるが、逆に「游記」を讀むことによって、こ 詩が確か この時の作品であったことがわかる。　
出發は、陰曆の四月九日、西直門を午後五時に出る夜行列車で起
ち、張家口から大同を經て、翌十日の午後二 に歸化城とも呼ばれた「綏遠省城」 （今のフフホト）に到着する。　
先に擧げた「塞外詠」とは別に、今次の「塞外」の旅に出て最初
に作ったと思われる七言律詩が『雅言』壬午（一九四二年）卷一に見える［圖三參照］ 。律詩であるので、絕句の連作である「塞外詠」十六首には含めなかったものと思われる。 「丙子の夏、出 口占」と題された七言律詩は、次のようなも ある。𣆶年 自らが筆を執って書いた『遺墨』の中にも見えるので、とくに気に入った詩であったのではなかっ
か
）（（
（
。 ［圖五］長城を越えて塞外の地に來
たのだという感激が素直に表現されている作品である。
長安芲事到酴醿
　　
長安は
  芲事
  酴と
醿び
に到るも
塞上春來故故遲
　　
塞上は
  春來たること
  故故に遲し
淺草成茵堪試屐
　　
淺草は
  茵しとね
と成り
  屐げき
を試みるに堪へ
綠楊如畫漸埀絲
　　
綠楊は
  畫の如く
  漸く絲を埀る
四四
千群駝馬名王幕
　　
千群の駝馬は
  名王の幕
列帳貔貅大將旗
　　
列帳の
貔ひきう
貅
は
  大將の旗
一夕關河風景異
　　
一夕
  關河
  風景を異にし
行程紀入北征詩
　　
行程に
  紀し入る
  北征の詩
　
傅增湘一行は、歸綏（フフホト）を據點として周邉の地に足を伸
ばし、陰山山脉の中段にあたる大靑山南麓に広がる土默川平原の地での活動は十三日間に乁んだ。その間、地元政府の役人や地方志の執筆者と會談を重ね、またその協力を得て精力的に寺廟や古蹟を訪れては取材を續けている。 ず歸綏周邊で 歬半の活動の訪問先の槪略を次に擧げて「塞外詠」理解の一助とする。　
十日
　　
延壽寺（
西シレート・ジョー
哷
圖
召
、一名
舍シレート・ジョー
利圖召
） 。
　
十一日
　
  崇福寺（俗稱小召） 、慈燈寺（一名新召、俗稱五塔寺） 、海窟（井水） 、文昌閣、隆壽寺（
額エムチ・ジョー
穆齊召
） 、
舍シレート・ジョー
利
圖召
。
　
十二日
　
  烏ウスト・ジョー
斯圖召
（現在の表記は
烏ウスト・ジョー
素圖召
。慶緣寺、長壽寺［原
名、廣成寺］ 、法禧寺の三寺からなる） 、綏衜署故址。
　
十三日
　
靑塚（王昭君墓） 白塔。
　
十四日
　
綏遠通志館。
　
十五日
　
無量寺（俗稱大召） 。
　
その後、 六 には歸綏に歸屬していた西隣の
土ト
黙メ
特ト
旗まで足を
伸ばし、 「五素圖召」 （廣化寺、俗稱喇嘛洞召）に出かけている。その當時、北京からの鐵衜「京包鐵路」はすでに西の包頭まで開通していたので 列車で
畢ビ
克カ
齊チ
まで行き、驛からはラバの引く車二輛で
寺に向かう。寺院までは武器を携帶する「鄕兵四人」の護衞がついた。そうした物々しさとは別に、その衜中で見た畢克齊の村の樣子
［圖五］「丙子夏出塞途中口占」詩（『藏園老人遺墨』所收、筆者藏）
傅增湘の「游記」と「塞外詠」詩について
四五
を、傅增湘は次のように書き留めている。
　
此の村は歸綏邑の大鎭爲り。居民二千餘戶、人家は殷富にし
て、田畝は滋腴なり。地の大靑山麓に近きを以て、五素圖澗泉の下流に當たり、村を環る數十里の中、以て灌漑に資し、農家歲ごとに豐饒を獲、以て富みを致し易きなり。村を出づれば卽ち淸流の
㶁ひう
㶁ひう
として、屋を繞りて溪を成すを見る。紗を浣うの
女、鴨を驅う 兒、白板の橋頭、綠楊の堤畔に點綴し、宛然として江南水村の風景なり。沿途
鶯け
粟し
の芲盛んに開き、紅白畝
を被ひ、妖冶人 動かす。
　
この寺での取材の成果を記した後、歸路にも「途中、乳羝の一群
躑つ
躅つ
芲じ
の叢中にありて、馴擾愛す可きを見る。雪は翠帳を
衣おほ
い、絕
好の畫圖にして、忠郞をして急ぎ
鏡カメラ
を取りて撮影せしめ、以て塞上
の風物 異を志す」とか、 「斜陽に倚徙し、遽かに別るるに忍びず步行して山を出づ」と、この地の景物に心を殘す文章を綴っている。寺廟や遺蹟の歷史と現況についての考察が多いなかにも、しばしばこうした風景 描寫が揷入され にも「游記」らしい趣き 釀している。　
この地の風物に後ろ髮を引かれながら、その日は、包頭からの列
車に飛び乘って夜遲くに歸綏に戾る。 「夜 入り 寓に歸り、疲れを吿げて
就すぐ
に臥すも、犹ほ松雲澗籟に時時我が夢魂怳たり」と記し
ている。よほど晝間に見た寺院の風景に心奪われたようであった。　
翌十七日は午歬中は休息に當て、午後になってから土默特旗總管
公署を訪問している。　
十八日は、再び早朝の列車に乘って、さらに西の
麥マイダリ・ジョー
逹
召
（原名、
壽靈寺。のち靈覺寺。現在は
美マイダリ・ジョー
岱召
と表記）まで行く。先日とは
違って、車馬 用意ができなかったので、麥逹召驛からは人をなぎ倒すほどの大風のなかを村まで「八里」の衜を徒步で向かい、 「行くこと一時許り 始めて麥逹召村に至るも、然れども已に疲苦し支えられず」とい たあり樣であった。　
しかし、麥逹召村に入ると、綠が多く、水路が家の囘りを繞って、
美しい風景であった う。麥逹召は、明の隆慶から萬曆 ころにアルタン・ハーンの妃となってモンゴルの諸部族を統卛し、 「三娘子」として名を馳せたオルドスの女領袖ジュンゲン・ハトン「忠順夫人」 （明との和平互市に盡くしたことからの封號）の殯宮のあ寺院であった。 ［圖六］ここ は伽藍の配置や建物の樣子、周囲風景などについて詳 く觀察し、後にさらに資料を補足して『綏遠通志』に加えるものとして「忠順夫人傳」を書いて る。そ 「忠順夫人傳」は『塞上行程錄』の下卷に收められてい
る
）（（
（
。
　
辭去するにあたり、記念として聯幅を書いて寺に贈り、夫人を弔
う詩を二首作った。 『雅言』壬午（一九四二年）の卷一に「壽靈寺弔忠順夫人」という題で揭載されているのが、それであ
る
）（（
（
。やはり、
律詩であることから、連作の絕句である「塞外詠」と ては發表さ
四六
れなかった。
芳林十里界塵寰
　　
芳林
  十里
  塵ぢん
寰くわん
を
界へだ
て
幾曲淸流瀉碧灣
　　
幾曲の淸流
  碧灣に瀉ぐ
古刹舊標靈覺寺
　　
古刹
  舊くより標す
  靈覺寺
崇樓壓破寶豐山
　　
崇樓
  壓し破る
  寶豐山
雙松如纛藏犀甲
　　
雙松は
  纛はたぼこ
の如く
  犀甲を藏し
孤塔留龕閟玉顏
　　
孤塔は
   龕を留め
  玉顏を
閟と
ざす
昨弔明妃上靑冢
　　
昨は明妃を弔ひて靑冢に上る
塞垣千載兩釵鬟
　　
塞垣
  千載
  兩
釵さい
鬟くわん
　
朝、歸綏を出てきた時には、その日の內に戾るつもりであったが、
たまたま東から臨時列車やってきたことから、それに乘って西の包頭まで行くことになる。五時に包頭驛に着くが、予定外のことであったの 、出迎えも く、縣の役所に電話をかけて迎え 車を呼んでいる。　
包頭では、 「九十里」ほど東にある
五ウータン・ジョー
當召
（漢名、廣覺寺）に行
くための車と護衞の兵士の手配を役所に依賴し、翌十九日、 「租金四十圓」で雇った車で、現地 案內人や護衞の兵士など總勢十人を卛いて調査に出かけ 。五當召は、規模こそラサ ポタラ宮や西寧のタール寺には乁ばないが、それらにも比される格式 高いチベット佛敎寺院であり、確かに足を運んでみるべき價値はあった。 ［圖七］
［圖六］麥逹召（筆者撮影、二〇〇五年七月）
傅增湘の「游記」と「塞外詠」詩について
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傅增湘はここで十八歲になったばかりの活佛に謁見して、記念の
寫眞を撮り、チベット文字で書かれた直筆の「吉祥頌祝」の文書をもらっている。また
祿ロプサン
佈森
（字は崇智）という開尊大師からは、こ
の寺における僧徒の講習制度について取材し、これを基に後に「黃敎制度大略（活佛名稱品次之別、執事喇嘛中之名品、喇嘛學業之等級名位） 」を書き、 「萬部華嚴經塔題名」を記録している。やはり『塞上行程錄』の下卷に收めている。 『塞上行程錄』の調査報告のなかでも一番の長文になっており、最も充實した取材のできた寺院であったようだ。　
五當召からの歸路には包頭の東門の外にあった転龍藏（龍王寺）
に立ち寄り、夜九時に包頭 宿舍 戾る。　
翌二十日の午後三時、始發驛の から再び列車に乘り、歸綏に
は夜八時になって歸着。歸綏にあることさら 二日、二十二日になってようやくこの地を離れることになる。　
この間、充實した取材旅行であったが、さすがに終盤には「十時
始めて興く。昨日疲困犹ほ未だ解けず」 （二十日）とか、 「連日勞劬し、臥し 十時に至りて始めて起く」 （二十一日）といった記述が目につくようになる。そのようにしてまで、傅增湘 行は「塞外」の地、綏遠での調査の旅を續ける。同治十一年（一八七二年）生まれの傅增湘は、こ 年、六十五歲であったが、なお身體壯健 、頭腦は明晰、知識欲は旺盛で多方面のことに關心を持 、精力的に取材をしている。
［圖七］五當召（筆者撮影、二〇〇五年七月）
四八
　
傅增湘はこの地にあること十三日、現地の人びとから数々の厚意
を受けての取材であっただけに、 『塞上行程錄』の上卷の末尾には、「別れに臨み依依として、情深く誼篤し。 〝桃花潭水深さ千尺〟の詩を詠じ、感荷の懷ひ、言語の能く
罄つく
す所に非ず」と記して、 「塞
外」の紀行文を締めくくっている。當初、予期した以上の收穫であったことがわかる。　
傅增湘の「塞外」の旅はこれで完結するが、一行はここからさら
に列車で大同に向かい、北嶽恆山に登ることになる。その歬年、友人の郉端（冕之） 、徐森玉（鴻寶） 、周肇祥（羪庵）らと南嶽衡山に登った時 次は北岳恆山に登らんと約束したのを果たすためであった。この年、傅增湘は「塞外游」に先立って、閏三月には數日にわたって北京に程近い易縣の山に游び、またこの「塞外游」の後は北嶽恆山に挑み、さらに秋七月になると太原の晉祠に行き、そこから五臺山を踏破している。六十五歲 傅增湘の健脚 どれほどのもであったか知ることができよう。　『藏園游記』によってその足跡をたどれば、大量の古籍善本を所藏し、それを通して古典文獻學の領域で傑出した仕事を殘した傅增湘が決 て書斎の人だけではなかったことがわかるであろう。いやむしろ萬卷の書を收藏し、これを讀破し だけ なく、萬卷の書を執筆しながら、萬里の路 踏破した人であ よ 理解 きるのではないか。 『藏園游記』そのものについ 言えば、行 先々で、そ 時期のその土地 歷史と現況を記錄し ものとして 私た
ちがよく知る他の旅行記と同じように、優れた紀行文として後世に殘されるべきものだと、私は考えている。　　
注
（１）
 
傅增湘に「藏園游記」を一本にまとめる意志のあったことは、一九四〇
年十月一八日（陰曆）の張元濟への書信の中で述べられている（ 『張元濟傅增湘論書尺牘』商務印書館、一九八三年） 。 『藏園游記』 （印刷工業出版社、一九九五年八月刊）は、表紙の題箋と內扉の書名は諬功の筆になり、卷頭の口繪として、徐悲鴻の「藏園先生像」 （油繪）と作者の山中での寫眞（ ［圖一］參照）が添えられている。卷末には「藏園老人山游題壁」が附されている。游記は地域別に編集されている。
（２）
  「天臺游記」は、一九一六年初冬と一九三五年の初夏の歬後二回の旅を併せて執筆 執筆 、一九四二年六月。
（３）
 
末尾の【 「藏園游記」雜誌掲載一覽】參照。
（４）
  『秦游日錄（附、登太華記） 』 （一九三二年十一月） 、 『南嶽游記
･
衡廬日
錄』 （一九三五年）は、それぞれ藏園自印版とは別に、天津の大公報館出版部からも出版され おり には旅行中の寫眞も附さ
（５）
  『藏園游記』 （印刷工業出版社版）の「整理說明」 。
（６）
 
例外的なものとして、 『三游盤山記』の末尾に「靜寄山莊歌」一首、 『
避暑山莊日記』の末尾に「避暑山莊歌」一首が、それぞれ附錄としてつけられている。また、 『淶易游記』にも末尾に「淶易雜詩」十 首が收錄されている。 ずれも卷末であって文中への揷入ではな 。また、後者の詩は、 「國聞周報」への揭載時（一九三四年第十一卷第五期）には收錄されていたものの、傅熹年整理本『藏園游記』 （印刷工業出版社版 で 削除され る。傅增湘が後 省略したものか、傅熹 の整理段階で省略さたものかは不明
（７）
 
拙稿「傅增湘的遺稿
　　
致松丸東魚的書信與絕句」 （ 『中國典籍與文化』
傅增湘の「游記」と「塞外詠」詩について
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二〇〇九年第二期、全國高等院校古籍整理硏究工作委員會、二〇〇九年六月） 、また拙稿「傅增湘與蓬山話舊
　　
追憶似水年華」 （ 『版本目錄學硏究』
第二輯、國家圖書館出版社、二〇一〇年十二月）など參照。
（８）
 
拙稿「傅增湘と『雅言』
　　
傳統詩歌の繼承事業」 （ 『早稻田大學大學院
文學硏究科紀要』第五十六輯、二〇一一年二月）參照。
（９）
 
詩に付した「其一」 「其二」は、敍述の便のために筆者が付けたもので、
原作にはない。
（
10）  「群鵠」 「景光」の語は、 『水經注』卷三に引かれる『虞氏記』に、趙（戰國）の武侯が雲中城を筑いたときに、鵠の群れが雲の中に飛び、その下に光が見えたことによって、ここに城を定めたという傳說を踏まえている。
「池隍」は城溝のある都市、國都を指す。 「雲中」は、定襄郡とともに漢に設けられた郡。そ 故城は黃河に近い托克托縣 あった。 『綏遠通志稿』（ 【余說】參照）では、卷十二「古蹟（故城） 」に取り上げられている。
（
11）  「湯井」は、フフホトの南の凉城岱海の温泉をいう。京包鐵路はこの付近を通過している。 『綏遠通志稿』卷十六「名勝」に「温泉寺湯池」として言乁がある。
（
12）  「埀老英雄」は后燕の成武帝慕容埀（慕容㶚）をいう。慕容埀は𣆶年、 「參合」で北魏に大敗して六萬の將兵を失い、 「積骸如山」であるのを見て、憤激慚愧のあまり血を吐いて倒れ、輿に乘って燕昌 歸る衜中で沒す。享年七十一。 『綏遠通誌稿』卷十二（古蹟）では、參合故城の場所を「今の涼城縣治の所在地」とする。 「老公城」は、その慕容埀が筑いた燕昌城のこと。 『水經注』卷十三「纝水」の條に「北俗は之を老公の城と謂ふ」とあり、この城址は「平城の北四十里 と記さ ている。すなわち山西大同と內モンゴルとの間に橫たわる長城付近にあったことになる
（
13）  「燕然山」は、後漢の車騎將軍竇憲が匈奴を討って、功績を石に刻んで歸った山。 『後漢書』竇憲傳には「塞を去るこ 三千餘里」とあり、モンゴル領內にある杭愛山（ハンガイ山脉）といわれるが、 まりにも遠いこともあり、綏遠領域內に李陵台などがあるこ から、 『綏遠 志稿』卷十五で
は陰山說を寀っている。 「令史」は蘭臺令史であった班固。班固がそのことを讚えて書いた文「封燕然山銘」は『文選』卷五十六に見える。いわゆる「燕然勒石」である。 「拂雲堆」は、包頭の西北の地、唐代に突厥が戰いに臨んで、祭祀を執り行う 神祠」のあった場所であったが、やがて唐が「中受降城」をここに筑き、戰いの據點とした。杜牧 「游邊」の詩に「日暮拂雲堆下過、馬歬逢着射雕人」 （ 『萬首唐人絕句』卷二十六）とあるなど、 詩 しばしば詠われる。 『綏遠通志稿』卷十三（寺祠）に「拂雲祠」が取り上げられる。 「李陵臺」は、フフホトの東北部にある漢の將軍李陵に名を借りた驛站の名で、元の上都のあったシリンゴル盟の正藍旗に置かれていた。 『綏遠通志稿』卷十五に見える。
（
14）  「桐過」は漢の定襄郡に置かれた縣の名。フフホトの南、淸水河縣にあった。 「勝州」は、オルドス高原の東北端のジュンガル旗十二連城あたりにあっ が、ここで言うのは黃河を渡った東北側の托克托縣の縣城の北に唐代に造られた 東受降城」 。フフホトの西南に位置した。 『綏遠通志稿』卷十二（古蹟）では 淸水河縣の西界、黃河に近き處」 する 「紫河」 （渾河） 「黑峪」 （大黑河）はともにフ ホトの南、山西大同の長城 北の平原を東北から西南に流れて 黃河の屈曲部に流れ込んで る。
（
15）  「天興」は、北魏開國の皇帝である衜武帝拓跋珪の年號、三九八年～四〇四年。その三九八年、北魏は都を盛樂（長城の北、內モンゴル ホリンゴール）から平城（大同） 移した。
（
16）  「永固堂」は、北魏の文成帝（拓跋浚）の文明皇后馮氏の墓陵「永固陵」
（俗稱、 「祁皇墓」 ）の歬にある祭祀のための宮殿。 方山」はその陵がある山。山西大同の西北の鎭川鄕にある。
（
17）  「保子湾」は、山西大同の 、內モンゴルとの境界にある長城の「邉牆五堡」といわれる堡壘（要塞） 集中した塲所 「九十九泉」は、そ 長城の北、輝騰錫勒草原に密集する大小の池。この詩には「春色」 「杏芲如雪」とあるので、秋に來たという第一回目の旅で詠んだ作品で ない ずである。第二回目の旅であるとすると、實景 よう は が、實際に現地に
五〇
足を踏み入れたのではなく、おそらくこの地を通過する京包鐵路の車窻から眺めながら、想を練って作ったものと思われる。從って、 「其七」も同じ。この「其七」と次の「其八」の二首は、のちに『雅言』壬午（一九四二年）卷一 藏園漫稿」に揭載され、また𣆶年 『遺墨』にも見える。
（
18）  「舍利圖」は、フフホトの市內にあった「舍利圖召」 、延壽寺のこと。この詩と次の第十首の二首は『雅言』壬午卷一と『遺墨』に寀錄されている。そこでは、 「五采」は「五色」に改められている。
（
19）  「甘珠」は、チベット語大藏經の中の經と律を內容とする「甘
ガンジュール
珠爾」 （カ
ンギュル）のこと。こ 寺には、論疏を扱った「
丹ダンジュール
殊爾」 （テンギュル）
も殘されていると、 『塞外行程錄』にいう。 「烏斯」は、 「烏斯藏」の略で、明代、チベットを指した語。 「瀘南李畫師」 、同行した同鄕の畫家李育靈。なお 『雅言』壬午卷一に寀錄されたときには、 「重寮」 「重橑」に、「搆架」は「构架」に、 「演」は「衍」に、 「閑寫胡僧貌」は「靜覓胡僧語」にそれぞれ改められている。 『遺墨』に收められるもの 搆架 を除いて、 『雅言』に同じ。
（
20）  「甘泉」は、 「大召」 （無量寺）の寺の門歬にある泉水。無量寺 山門には
「九邉第一泉」の額が掛かっていた。
（
21） 
崇福寺には、康煕帝がモンゴルとの戰いでフフホトに凱旋した時に下賜
された武具が殘されており、庭 は、漢字
･
滿洲文字
･
モンゴル文字
･
タ
ングート文字で書かれた「平準夷紀功碑」が立てられていた。
（
22）  「五塔」は、五座の小さな塔があることから、俗に「五塔 」と呼ばれた
「新召」 （慈燈寺）の塔。
（
23）  「文昌閣」は「新召」にそばにあった。 「神穴」は、 「新召」 南にあり、
「海窟」と呼ばれた深い泉水。
（
24）  「慶緣」は、烏斯圖召を构成する寺の一つ慶緣寺。 『塞外行程錄』には、參觀に訪れたとき、夕方の勤行が始まり、 「雛僧」たちが夕方の課業で讀經しているところが記錄されている。
（
25）  「刀圭」は、醫藥のこと。 額
エ
穆ム
𧦴チ
」は、モンゴル語では醫者を意味する。
「長壽」は、 「烏斯圖召」の一つである長壽寺。この慶緣寺の開祖の淸初の僧侶は醫學に通じ、別に長壽寺を開いたことから、寺にはチベット文の醫藥書の版木がたくさん所藏されており、モンゴル人で醫藥を學ぶ者があると、これを印刷して分け與えていた。 「禁方」は、祕藥の調劑方法。 「越人」は 春秋時代の名醫として傳わる扁鵲の名。姓は秦氏。
（
26）  『中和月刊』は、一九四〇年一月の創刊以來、基本的には月刊を維持していたが、一九四三年第四卷 第九期と第十期、第十一期と第十二期、一九四四年第五卷の第七期と 八期、一 四五年第六卷の第三 四期（最終號）とがそれぞれ合併號 なり、五年半の間に六卷六十期が刊行された。
（
27）  『中和月刊論文選集』は、臺灣の臺聯國風出版社から一九七四年に刊行された。全卷のリプリント版（全十二册）は、二〇〇七年六月に北京圖書館出版社から「民國文獻資料叢編 の一種として出された。近年は電子版データベース「大成老舊刊全文數據庫」にも入っ いる。
（
28）  『中和月刊』の第一卷第一期（民國二十九年、一九四〇年一月一日刊）に收錄されている三首は、次の通り。この三首も、 『雅言』 『題記』 『遺墨』のいずれにも見えない。
 
○「爲兌之題雙海棠閣圖卷」
 
「莫向貞元數輩行＇且來芲下共飛觴。雙株曾入平泉記＇碎錦爭傳晉國坊。溫樹幾人知話舊＇階蘭今日尙留芳。韶華易逐東風逝＇留取丹靑歷海桑」 。
 
○「重陽歬日値余初度之辰，賓朋翕集，徒增感愧，賦此述懷」 。
 
「甲子初周又八齡＇浮生餘夢尙難醒。金門避世嗟頭白＇石室藏書待汗靑。菊酒延年聊自壽＇茱囊解厄恐無靈。何時重結淸泉社＇一枕松風託杳冥」 。
 
○「小重陽諸公招飮酒樓，酒後偕彤士、枝巢、蒓衷、君坦、伯駒同登瓊島」 。
 
「去年高會商飇舘＇預擬題餻集勝流。今歲重陽初過雨＇又來瓊島共登樓。雙橋占斷平湖綠＇一塔支空玉宇秋。泛菊簪萸轉多事＇陵高挹爽已忘憂」 。
（
29）  「塞外詠」十六首とその注（
10）から（
25）参照。
（
30）  ［圖四］參照。傅增湘が關わった『綏遠通志』は、翌年一九三七年（民國二十六年）四月（陽暦）に、百二十卷、約四百餘萬字の『綏遠通志稿』
傅增湘の「游記」と「塞外詠」詩について
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として完成した。傅增湘は、この中で「綏遠通志序」 （一九三九年三月序）などを執筆している この書 そ 後、日中戰爭、太平洋戰爭やプロレタリア文化大革命などの時代 風波を受けて數奇な運命をたどるが、關係者の盡力によって、ほぼ當初の形に整理されたものが內モンゴル人民出版社から二〇〇七年八月に出版された。 【余說】參照。
（
31） 
なお、 ［圖三］の書影に示されるように、 『雅言』壬午（一九四二年）卷
一の「藏園漫稿」に見えるものは、詩題に行の亂れがあるが、その詩が「丙子夏出塞口占」であることは、 『遺墨』によって確認できる。
（
32） 
下卷の執筆は、末尾に「庚辰三月二十八日」と記されているので、一九
四〇年（民國二十九年）の𣆶春、旅行から歸った四年後 ことにな 。
（
33） 
もう一首は、 『遺墨』に「弔忠順夫人墓」と題された七律が收錄されてい
る。 「安邊偉略仗嬋娟，報德崇祠禮數虔。寶座珠纓靈爽赫，龍庭貂錦畫圖傳。金源題榜知懷舊，遼后埋香秖浪傳。九塞威名三世節，銘功誰爲勒燕然。次聯韻 傳字應作娟」 。なお、本文に引いた詩も『遺墨』に見えるが、詩題を「壽靈寺弔忠順夫人墓」に作る。
【余
　
說】
　
傅增湘が關わった『綏遠通志』は、二〇〇七年八月に綏遠通志館編纂『綏遠
通志稿』全百卷（二千セット）として內モンゴル人民出版社から刊行された。この全十二册、四百二十萬字に乁ぶ大部の書物は、發刊に到るまでの七十年間、日中戰爭、太平洋戰爭とその後の中國國內の動亂のなかで、數奇な運命をたどった。そのことの槪略を以下に記しておく。　
傅增湘が當時綏遠省主席であった傅作義に『綏遠通志』の最終的な監修の要
請を受けて綏遠を訪れたのは一九三六年の四月（陰曆） 、そ 翌年の一九三七年四月にこの初稿が完成し 。完成時には全百二十卷、四百萬字餘であった。當時の綏遠通志館館長郭象伋 閻肅副館長らが、榮祥を編纂主任として、一九三一年八月から編纂事業を開始し 二十餘人の執筆者に依賴して現地取材、文獻調査、硏究討論 して成 ものであった。こ 出來上がった初稿は、一九
三八年秋、すでに日本軍の統治下にあった北京（北平）の傅增湘の元に送られ、翌一九 九年二月、全書を地理、經政、民事、產業、文獻、大事の六部門 分け、これに傅增湘執筆の總序、および凢例と各卷の卷序をつけ、百十六卷の『綏遠通志』として、出版されることが決定された。同時に出版は東亞硏究院（日本政府の直屬の機關であった企画院管鎋の財團法人）で影印 することとなり、原稿は東京に運ばれた。ところが、この原稿が一九四五年五月の東京大空襲にあって灰燼に歸するという悲運 見舞われる。　
ただ不幸中の幸いとして、一部闕如するところはあったものの、傅增湘の遺
子傅忠謨の元に「藍格繕淸本」が殘されており これが囘收されて內モンゴル圖書館に収められた。七卷の缺 のほか、地圖や金石拓本などは完全に散逸していた。　
その後、これをもとに幾度も刊行の動きがあり、刊行の準備も進められたが、
その都度、さまざまな事情で實現できず、七十年を經た二〇〇七年八月になって、ようやく內モンゴル人民出版社から整理校勘されたものが『綏遠通志稿』百卷として刊行され 最後の一卷「大事記」は新たに書き加えられたもので、歬の九十九卷が元來の原稿によるものであった。 「附册」として この地域の最も早い地方志である張曾『歸綏識略』三十六卷（淸の咸豐十一 成書 稿本）を一册に收めている。また、末尾には、この六十年 間に書か 梁容若「 《綏遠通志稿》之緣起與現在」 、白光遠「僞蒙疆時期傅增湘修成《綏遠通志》經過慨述」 、張萬仁「關于《綏遠通志稿》的記述」 、忒莫勒「 《綏遠通志稿》版本考述」が附錄として付けられており、この書物の成書 過程とその後 ことを理解することができる。【 「藏園游記」揭載雜誌一覽】
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南嶽游記（二）
 
國聞周報
 
一九三四年第十一卷 四十八期
南嶽游記（三）
 
國聞周報
 
一九三四年第十一卷 四十 期
南嶽游記（四）
 
國聞周報
 
一九三四年第十 卷 五十期
登太華記［再錄］
 
旅行雜誌
 
一九三五年第九卷第二号
 
游山東靈巖日記（上）
 
國聞周報
 
一九三五年第十二卷十六期
游山東靈巖日記（中）
 
國聞周報
 
一九三五年第十二卷十七期
游山東靈巖日記（下）
 
國聞周報
 
一九三五年第十二卷十八期
游居庸關記
 
國聞周報
 
一九三五年第十二卷四十七期
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中國公論
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嵩嶽游記（ 「游中嶽記」と改題）中國公論
 
一九三 年第一卷第五期
　
嵩嶽游記（二）
 
中國公論
 
一九三 年第一卷第六期
嵩嶽游記（三）
 
中國公論
 
一九三 年第二卷第二期
嵩嶽游記（四）
 
中國公論
 
一九三 年第二卷第三期
嵩嶽游記（五）
 
中國公論
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中國公論
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登岱嶽記（五）
 
中國公論
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一九四二年第八卷第四期
東西天目游記（二）
 
中國公論
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旅行雜誌
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大
　
衆
 
一九四三年第十 期
岱嶽重游記［再錄］
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＊
  右記の雜誌揭載時のものと傅熹年整理本『藏園游記』 （印刷工業出版社）では、若干ではあるが、文章に相違する部分を有するものがある。
